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こ
の
ク
ラ
ブ
マ
ガ
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
映

画
に
出
演
す
る
機
会
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

役
立
て
た
い
な
と
。「
渡
辺
謙
さ
ん
の
次

は
オ
レ
！
」（
笑
）
と
い
う
気
持
ち
で
、

本
気
で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
進
出
も
視
野
に
入
れ
、

英
語
の
勉
強
も
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
僕

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
く
よ
く
よ
と
反

省
す
る
タ
イ
プ
。
で
も
、
底
抜
け
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
相
方
の
Ｒ
Ｇ
と
、
行
動
派
の
妻

と
い
う
強
力
な
２
人
の
相
棒
に
恵
ま
れ
て
、

前
向
き
で
い
ら
れ
る
ん
で
す
。

　
う
も
ー
、
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン
Ｈ
Ｇ

で
す
。
最
近
は
モ
デ
ル
と
い
う
新

た
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
お
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
と
は
い
え
、

顔
よ
り
肉
体
で
勝
負
し
よ
う
と
、
日
頃
か

ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
体

を
鍛
え
る
こ
と
は
、
僕
の
ス
ト
レ
ス
解
消

法
で
も
あ
る
の
で
、
ほ
ぼ
毎
日
の
ペ
ー
ス

で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
シ
ュ
ー
ト
ボ
ク
シ
ン

グ
、
ク
ラ
ブ
マ
ガ
と
い
う
イ
ス
ラ
エ
ル
の

格
闘
技
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

れいざーらもん えいちじー（本名：住谷正樹）　お笑い芸人／ 1975年、兵庫県
生まれ。1997年、大学時代に出会ったRGとお笑いコンビ「レイザーラモン」を
結成。両手を広げて「フォー!! 」と叫ぶギャグでブレイクし、その後、プロレスラーと
しても活躍。一方、イベントのチラシやTシャツなどのデザインも手掛け、個展を開
くなど多方面で活動中。妻はタレントでファッションブランド起業家の住谷杏奈。

　

2
0
0
6
年
に
結
婚
し
、「
僕
に
任
せ

ろ
」と
言
っ
て
、妻
に
は
専
業
主
婦
に
な
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
僕
が
プ

ロ
レ
ス
で
大
け
が
を
し
た
１
年
間
は
、
収

入
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。「
じ
ゃ
あ
、
私
に
任
せ

と
き
」
と
妻
が
い
ろ
い
ろ
な
ツ
テ
か
ら
仕

事
を
探
し
、
最
初
は
石
け
ん
づ
く
り
、
そ

こ
か
ら
美
容
グ
ッ
ズ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

そ
れ
が
成
功
し
て
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た

ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
失
敗
も
あ
っ
た
け
ど
、

妻
は
思
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
行
動
に
う
つ

す
タ
イ
プ
。
僕
も
そ
こ
を
見
習
い
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

体
を
張
っ
た
コ
ン
ト
を
や
っ
て
き
て
17

年
目
。
コ
ン
ビ
で
あ
り
な
が
ら
ピ
ン
活
動

も
多
く
、
お
ま
け
に
大
け
が
も
あ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
ネ
タ
を
つ
く
っ
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
２
年
前
か
ら
真
剣
に
漫
才

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
僕
ら
、

マ
イ
ク
１
本
に
ト
ー
ク
だ
け
で
笑
い
を
と

る「
漫
才
師
」と
い
う
も
の
に
憧
れ
が
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

と
に
か
く
楽
し
く
て
、
や
り
が
い
と
い
う

も
の
が
見
つ
か
っ
た
な
と
。
ネ
タ
に
困
っ

た
ら
裸
に
頼
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
ト
ー
ク
だ
け
で
笑
い
を
誘
う

つ
も
り
で
す
。
漫
才
師
と
し
て
の
僕
ら
の

活
躍
も
期
待
し
て
く
だ
さ
い
！

くよくよせずにまず行動 !
新たな挑戦に向け奮闘中です。

ど
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26年度の保険料率について 収
入
総
額
約
6
0
3
、5
4
0
千
円
、
支
出
総
額

約
5
8
6
、3
9
5
千
円
と
な
り
、
決
算
残
金
は
約

１
7
、
1
4
5
千
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
組
合
財
政

の
健
全
性
を
示
す
経
常
収
支
で
み
た
場
合
、
約
３
2
、

3
3
0
千
円
の
赤
字
決
算
と
な
る
見
込
み
で
す
。

平
成
26
年
度
も
各
種
健
診
を
中
心
に
、
み
な
さ
ま
の

健
康
管
理
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療
に
向
け
た
保
健

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
定
期
健
診
は
も
と
よ
り
、「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」や
そ
の
他
の「
が
ん
検
診
」

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
事
業
主
と
一
体
と
な
り
、
受
診

率
の
向
上
と
保
健
指
導
強
化
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の

改
善
や
重
症
化
予
防
な
ど
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費
の
削
減
に
向
け
、
医
療

費
分
析
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
、
被
扶

養
者
の
認
定
の
適
否
確
認
や
適
正
受
診
へ
の
働
き
か
け

な
ど
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
保
険
料
収
入
は
保
険
料
率
を
1
0
0
/
1
、

0
0
0
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
5
5
5
、7
0
0
千

円
を
見
込
み
、
こ
れ
に
繰
越
金
、
別
途
積
立
金
繰
入
、

そ
の
他
収
入
な
ど
を
含
め
、
収
入
合
計
で
6
7
5
、

5
0
0
千
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
、

支
出
の
う
ち
、
み
な
さ
ま
の
医
療
費
に
当
た
る
保
険
給

付
費
3
1
4
、9
7
0
千
円
お
よ
び
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
納
付
金
2
4
7
、2
1
0
千
円
を
加
え
た
義
務
的

支
出
合
計
5
6
2
、1
8
0
千
円
だ
け
で
、
保
険
料
収

入
を
超
過
す
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
他
に
保
健
事
業
費
、
事
務
費
な
ど
を
加
味
し

た
経
常
収
支
ベ
ー
ス
で
は
６
7
、
0
9
7
千
円
と
い

う
大
幅
な
赤
字
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
私
た
ち
が
国
に
納
め
る
介
護
納
付
金

は
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
介
護
保

険
料
率
を
1
5
/
1
0
0
0（
25
年
度
同
率
）と
設
定

し
、
さ
ら
に
法
定
準
備
金
よ
り
8
、
0
0
0
千
円
を

取
り
崩
し
て
収
入
に
繰
り
入
れ
、
納
付
金
の
増
加
に
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
る
高
額
医
療
の
増
加
と
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
健

康
保
険
組
合
の
財
政
は
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
当
組
合
で
も
、
こ
れ
ら
の
支
出

を
賄
う
た
め
に
、
2
年
連
続
の
一
般
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今
後
も
さ

ら
な
る
赤
字
運
営
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
健
保
組

合
の
存
在
意
義
で
あ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
縮
減

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

被
保
険
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
を
ご
理
解
の

う
え
、
日
々
の
健
康
管
理
と
疾
病
予
防
に
十
分
留
意

し
、
医
療
費
の
削
減
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
組
合
は
去
る
平
成
26
年
2
月
13
日
、
東
京
都
江
東
区
永
代
の
澁
澤
倉
庫
株

式
会
社
本
社
会
議
室
に
お
い
て
第
1
0
6
回
組
合
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
、
収
入
支
出
予
算
、
一
般
・
介
護

保
険
料
率
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
・
決
定
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平成26年度

予
算
概
況

25年度

基本保険料率 52.70

特定保険料率 41.00

調整保険料率 1.30

合　　計 95.00

25年度

介護保険料率 15.00

26年度

54.70

44.00

1.30

100.00

26年度

15.00

◦決議事項（賛成）：
　一部負担還元金、家族療養費付加金、合算高額療養費付加金の支給額変更の件
「当組合の付加給付制度である一部負担還元金、家族療養費付加金、合算高額療養費付加金
の支給額の算出方法を次のとおりに変更すること。」

▪平成26年3月診療分まで

一部負担額※×7割－20,000円、100円未満は切り捨て
▪平成26年4月診療分から

一部負担額※×6割－30,000円、1,000円未満は切り捨て
　（一部負担額※＝同一医療機関で同じ月に支払った一部負担金）

	 注　合算高額療養費付加金の控除額は、対象人数1人につきの金額

◦承認事項：任意継続被保険者の標準報酬に関する件
「当組合の平成26年4月1日より平成27年3月31日までの間における任意継続被保険者の標
準報酬については、健康保険法第47条の規定により、平成25年9月末における全保険者の標
準報酬月額を平均した372,119円すなわち第26級380千円と、その者の従前の標準報酬月額
のいずれか、低い方の額とすること」

下記の件につきまして、
平成26年2月13日開催の第106回組合会に提案、報告し、
賛成ならびに承認を得ましたので、お知らせいたします

お知らせ

◦健康保険料率＝一般保険料（基本保険料＋※特定保険料）＋調整保険料
　100.00／1,000 ＝ 98.70／1,000（54.70／1,000＋※44.00／1,000）+ 1.30／1,000
※「特定保険料」とは、高齢者の医療費に充てられる保険料です。

◦介護保険料率＝ 15.00 ／ 1,000

平
成
25
年
度
決
算
見
込（
一
般
勘
定
）

平
成
26
年
度
事
業
計
画

平
成
26
年
度
予
算（
一
般
勘
定
）

平
成
26
年
度
予
算（
介
護
勘
定
）

結
　
　
び

3 2



収入科目 平成26年度
予算額

平成25年度
予算額 前年度比

1. 介  護  保  険  料 53,100 51,000 2,100
2. 準  備  金  繰  入 8,000 6,000 2,000
3. 雑　    収　    入 2 10 -8
収 入 合 計 61,102 57,010 4,092

収入科目 平成26年度
予算額

平成25年度
予算額 前年度比

1. 健康保険料収入 555,865 526,066 29,799
（ 保　  険　  料 ） 555,700 525,900 29,800
（ そ　  の　  他 ） 165 166 -1
2. 調整保険料収入 7,400 7,400 0
3. 繰　    越　    金 10,000 43,000 -33,000
4. 繰　    入　    金 91,000 81,000 10,000
（退職積立金繰入） 1,000 1,000 0
（別途積立金繰入） 90,000 80,000 10,000
5. 国庫補助金収入 304 384 -80
6.特定健診等事業収入 3,100 3,000 100
7. 財政調整事業交付金 2,501 2,501 0
8. 雑　    収　    入 5,330 5,309 21
（ 利  子  収  入 ） 64 74 -10
（施 設 利 用 料） 2,462 2,501 -39
（ そ　  の　  他 ） 2,804 2,734 70
収 入 合 計 675,500 668,660 6,840

支出科目 平成26年度
予算額

平成25年度
予算額 前年度比

1. 事　務 　所　費 29,885 30,680 -795
2. 組　    合　    費 775 800 -25
3. 保  険  給  付  費 314,970 319,000 -4,030
（法 定 給 付 費） 307,250 310,000 -2,750
（付 加 給 付 費） 7,720 9,000 -1,280
4. 納　    付　    金 247,210 229,580 17,630
（前期高齢者納付金） 114,000 96,000 18,000
（後期高齢者支援金） 109,200 107,570 1,630
（退職者給付拠出金） 24,000 26,000 -2,000
（老人保健拠出金） 10 10 0
5. 保 健 事 業 費 38,000 39,050 -1,050
（特定健診事業費） 4,600 5,000 -400
（特定保健指導費） 3,700 4,000 -300
（保健指導宣伝費） 2,300 2,500 -200
（疾 病 予 防 費） 25,000 25,050 -50
（ そ　  の　  他 ） 2,400 2,500 -100
6. 財政調整事業拠出金 7,400 7,400 0
7. そ  の  他  支  出 1,260 1,150 110
8. 積　    立　    金 1,000 1,000 0
9. 予　    備　    費 35,000 40,000 -5,000
支 出 合 計 675,500 668,660 6,840

支出科目 平成26年度
予算額

平成25年度
予算額 前年度比

1. 介  護  納  付  金 56,500 52,500 4,000
2. 還　    付　    金 100 100 0
3. 積    立    金　他 4,502 4,410 92
支 出 合 計 61,102 57,010 4,092

◉一般健康保険料率
　標準報酬月額の100/1,000　負担割合（事業主55：本人45）
　（内、※特定保険料率　44/1,000）

◉介護保険料率
　標準報酬月額の15/1,000　負担割合（事業主50：本人50）

平成26年度保険料率

※前期高齢者納付金、後期高齢者支援金等、高齢者の医療費支援に充てる「納付金」のため
の保険料率

（ 一   般   勘   定 ） 26 年度予算 25 年度予算 前年度比
経 常 収 入 565,593 535,754 29,839
経 常 支 出 632,690 621,050 11,640
経 常 収 支 差 額 -67,097 -85,296 18,199

一般勘定

介護勘定

収入支出予算額　6億7,550万円

収入支出予算額　61,102万円

（単位：千円）

（単位：千円）

収入支出予算表平成26年度

予算の基礎数値（一般）
▶被保険者数 1,060 人
▶標準報酬月額 370,000 円
▶総標準賞与額 968,000 千円
▷平均年齢 44.57 歳
▷扶養率 0.91 人
▷前期高齢者加入率 3.66％
▷前期高齢者 1 人当たり
　給付費 346,705 円

現在、日本人の死因の1位はがんで、2人に1人はがんにかかり、3人に１人はがんで亡くなって
いるといわれています。澁澤健康保険組合の今年度健康診断でもがんにかかった方が複数人発見さ
れました。他人ごとではありません。
下記の事柄に注意して、自分自身を守るようにしましょう。

日本人のためのがん予防法

お知らせ

喫　　煙

食　　事

体　　形

飲　　酒

身体活動

感　　染

その他

たばこは吸わない。他人のたばこの煙をできるだけ避ける。

適正な範囲に。

飲むなら、節度のある飲酒をする。

食事は偏らずバランスよくとる。

日常生活を活動的に。

肝炎ウイルス感染検査と適切な措置を。

◉日本人のがん死亡の20 ～ 27％は喫煙が原因
◉受動喫煙の影響も大きい（肺がんのリスクが上昇）

◉男性:BMI 23-27 女性:BMI 19-25 の範囲が、がんによる死亡率が低い
今の自分のBMI＝体重÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

◉アルコール換算で１日あたり23ｇ、１週間あたり150ｇまで
（1日の量：日本酒1合、ビール大瓶1本、焼酎（25度）120cc又はワイン180ml　など）

◉あなたは毎日何ｇのアルコールを摂っていますか？
アルコール量（g）＝お酒の量（ml）×アルコール度数（％）÷100×0.8
※飲酒して顔が赤くなる人は深酒（日本酒３合以上）をしない

◉塩蔵食品（塩漬の魚・たらこなど）、食塩の摂取は最小限にする。
1日あたり男性9ｇ以下、女性7.5ｇ以下

◉野菜や果物不足にならない。
1日にあわせて400ｇ（野菜：小鉢に５皿・果物１皿）

◉飲食物を熱い状態でとらない。

1コーヒーは肝臓がん・大腸がんのリスクを下げる
※大規模研究での結果が複数あるものの、国際的には結論には至っておらず今後の検証が
必要な段階です。

2ピロリ菌の除菌で胃がんのリスクが下がる
3授乳することで母親の乳がんのリスクが下がる

（国立がん研究センターがん対策センターより）

◉毎日60分の歩行+1回/週の活発な運動60分

◉一生に1度は検査を受ける
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